
湖
北
工
業
社
長
　
　
　
　
　
（
滋
賀
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
石
井
　
太
氏

１
０
０
億
円
企
業
へ
シ
ナ
ジ
ー
発
揮
Ｆ
Ｄ
Ｋ
の
光
部
品
事
業
を
取
得

トップインタビュー

　
い
し
い
・
ふ
と
し
　

年

昭

早
大
教
育
卒
。

年
湖

北
工
業
入
社
。

年
副
社
長
、
年
社
長
。東
京
都
出
身
、
歳
。

　
湖
北
工
業
滋
賀
県
長
浜
市

は
ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
ー

用
リ
ー
ド
線
端
子
に
続
く
事
業

と
し
て
、
光
部
品
事
業
を
強
化

中
。
２
０
１
４
年

月
に
Ｆ
Ｄ

Ｋ
か
ら
光
部
品
事
業
を
譲
り
受

け
る
こ
と
で
基
本
合
意
し
、
こ

の
ほ
ど
最
終
契
約
を
結
ん
だ
。

石
井
太
社
長
に
こ
れ
か
ら
の
戦

略
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

京
都
支
局
長
・
平
野
健

◇

　
―
譲
渡
の
内
容
は
。

　
「
海
底
ケ
ー
ブ
ル
用
な
ど
光

部
品
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
生
産
子

会
社
の
Ｆ
Ｄ
Ｋ
ラ
ン
カ
に
つ
い

て
従
業
員
や
関
連
す
る
知
的
財

産
権
な
ど
を
譲
り
受
け
た
。
従

業
員
は
開
発
や
営
業
な
ど
国
内

約

人
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
約

６
５
０
人
。
開
発
ス
タ
ッ
フ
を

当
社
本
社

滋
賀
県
長
浜
市

に
配
置
す
る
な
ど
新
体
制
の
整

備
、
子
会
社
の
社
名
変
更
な
ど

３
月
中
に
も
終
え
、
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
る
」

　
―
経
緯
や
期
待
は
。

　
「
Ｆ
Ｄ
Ｋ
は
フ
ァ
イ
バ
ー
ア

レ
ー
の
大
手
取
引
先
。

年
代

か
ら
の
つ
き
あ
い
で
、
あ
う
ん

の
呼
吸
で
今
回
の
話
が
ま
と
ま

っ
た
。
海
底
ケ
ー
ブ
ル
用
で
圧

倒
的
に
強
い
Ｆ
Ｄ
Ｋ
の
光
デ
バ

イ
ス
技
術
と
、
当
社
の
小
型
化

な
ど
に
優
れ
た
フ
ァ
イ
バ
ー
ア

レ
ー
技
術
を
融
合
、
大
き
な
シ

ナ
ジ
ー
が
期
待
で
き
る
。
海
底

ケ
ー
ブ
ル
用
部
品
を
中
心
に
ま

ず
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
や
ユ
ニ
ッ

ト
化
を
進
め
て
付
加
価
値
を
高

め
て
い
く
考
え
だ
。
開
発
ス
タ

ッ
フ
が
一
気
に
増
強
さ
れ
光
ス

イ
ッ
チ
な
ど
製
品
開
発
力
は
格

段
に
高
ま
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
は

基
本
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
光
の
重

要
性
は
さ
ら
に
増
し
て
い
る
。

動
画
伝
送
な
ど
大
容
量
・
高
速

化
が
求
め
ら
れ
、
ヘ
ク
サ
ビ
ッ

ト
の
時
代
を
見
据
え
て
事
業
を

展
開
す
る
。
光
部
品
事
業
の
現

在
の
年
商
は
約

億
円
だ
が
、

５
年
内
に
１
０
０
億
円
に
引
き

上
げ
た
い
」

　
―
主
力
の
ア
ル
ミ
電
解
コ
ン

デ
ン
サ
ー
用
リ
ー
ド
線
端
子
事

業
や
新
規
事
業
の
石
英
ガ
ラ
ス

事
業
の
動
向
は
。

　
「
リ
ー
ド
線
端
子
は
電
子
化

進
展
に
伴
う
車
載
用
途
、
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用
途
が
安
定
し

て
伸
び
て
い
る
。
例
え
ば
ウ
ィ

ス
カ
ー
対
策
用
や
デ
ジ
タ
ル
コ

ヒ
ー
レ
ン
ト
通
信
用
な
ど
は
年

率

％
増
の
高
水
準
で
、
当
面

は
こ
の
伸
び
を
維
持
す
る
。
本

社
工
場
な
ど
で
増
産
体
制
を
整

え
て
対
応
す
る
。
一
方
、
ス
マ

ホ
普
及
で
デ
ジ
カ
メ
や
オ
ー
デ

ィ
オ
用
途
は
厳
し
く
、
価
格
是

正
を
お
願
い
し
て
い
る
。
石
英

事
業
は
、
マ
イ
ク
ロ
カ
ラ
ム
は

分
析
機
器
メ
ー
カ
ー
が
評
価

中
。
ス
マ
ー
ト
マ
イ
ク
ロ
リ
ア

ク
タ
ー
の
商
品
化
に
も
着
手
し

た
。
新
素
材
や
医
療
関
連
な
ど

新
規
分
野
だ
け
に
確
実
に
進
め

た
い
」

　
―
中
期
経
営
計
画
が
始
ま
っ

た
。

　
「
１
０
０
億
円
企
業
へ
の
挑

戦
が
目
標
だ
が
、
今
回
の
買
収

も
あ
り
、
う
ま
く
い
け
ば

年

１
月
期
に
達
成
で
き
そ
う
だ
。

が
、
気
を
ゆ
る
め
る
こ
と
な
く

利
益
重
視
で
経
営
計
画
を
目
指

す
」

軽い気持ちで友人と起業大和ケミカル・中村幹夫会長　�

「
独
立
し
て
み
よ
う
」
と
思
っ
た
の
は

歳
の
こ
ろ
だ
っ
た

中
村
会
長

　
大
和
ケ
ミ
カ
ル
は
工
業
用
や
医
療
用

の
ゴ
ム
製
品
の
製
造
を
手
が
け
る
。
全

体
の
売
り
上
げ
は
約

億
円
。
日
本
の

ほ
か
に
、
タ
イ
に
２
工
場
、
ベ
ト
ナ
ム

に
１
工
場
の
、
全
部
で
四
つ

の
工
場
が
稼
働
し
て
い
る
。

約
６
割
が
自
動
車
関
連
。
そ

の
ほ
か
、
小
型
の
草
刈
り
機

や
発
電
機
に
使
う
汎
用
エ
ン

ジ
ン
や
電
力
関
係
に
供
給
す

る
ゴ
ム
を
製
造
し
て
い
る
。

最
近
は
医
療
関
係
に
も
参
入

し
た
。

　
強
み
は
、
ゴ
ム
の
配
合
種

類
の
レ
シ
ピ
を
４
０
０
０

種
類
以
上
も
っ
て
い
る
こ

と
。
品
質
が
高
い
こ
と
は
当

た
り
前
、
技
術
的
な
ノ
ウ
ハ

ウ
が
重
要
だ
。
特
に
自
動
車

関
係
は
要
求
さ
れ
る
ス
ペ
ッ

ク
が
厳
し
い
。
例
え
ば
自
動

車
で
も
部
品
や
場
所
に
よ

り
、
使
用
す
る
ゴ
ム
は
異
な

る
。
耐
ガ
ソ
リ
ン
性
の
ゴ
ム

や
耐
光
性
の
ゴ
ム
な
ど
種
類

は
さ
ま
ざ
ま
。
当
社
は
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
周
り
を
手
が
け
て
い
る
。
通

常
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
周
辺
は
熱
を
持
つ

た
め
、
ゴ
ム
の
中
か
ら
ガ
ス
が
出
て
く

る
。
そ
の
ガ
ス
が
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
ま

わ
り
の
ガ
ラ
ス
を
曇
ら
せ
る
。
こ
れ
を

ホ
ギ
ン
グ
と
い
う
が
、
温
度
が
上
が
っ

て
も
ガ
ス
が
出
な
い
ゴ
ム
の
配
合
を
考

え
製
造
し
て
い
る
。

　
私
は
１
９
４
７
年
に
高
知
県
で
生
ま

れ
た
。
地
元
の
工
業
高
校
を
卒
業
後
、

神
奈
川
県
厚
木
市
に
本
社
を
置
く
、
自

動
車
の
ゴ
ム
部
品
を
製
造
す
る
企
業
に

就
職
。
技
術
部
に
６
年
在
籍
し
、
試
作

機
の
金
型
製
造
を
担
当
し
た
。
新
潟
県

出
身
の
親
友
も
で
き
た
。
彼
は
設
計
を

担
当
し
て
い
た
。

　
毎
晩
、
彼
と
飲
み
に
行
き
将
来
の
夢

を
語
っ
た
。
「
同
年
代
は
必

死
に
な
っ
て
仕
事
を
し
て
い

る
。
そ
ん
な
人
た
ち
と
比
べ

る
と
楽
を
し
て
い
る
気
が
す

る
。
独
立
し
て
み
よ
う
」
と

軽
い
気
持
ち
で
友
人
と
２
人

で
起
業
し
た
。
１
９
７
２
年

で

歳
の
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
と
に
か
く
何
か
を
必
死
で

や
り
た
か
っ
た
。
当
時
は
経

営
者
に
憧
れ
て
い
た
時
期
だ

っ
た
。
高
度
成
長
期
の
終
わ

り
だ
が
、
時
代
の
流
れ
で
も

あ
っ
た
。
厚
木
に
も
東
名
高

速
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
が
多

く
建
設
さ
れ
て
い
た
。
自
分

た
ち
が
未
知
の
世
界
で
ど
こ

ま
で
で
き
る
か
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
や
冒
険
の
精
神
だ
っ
た
。

　
前
の
会
社
に
は
さ
ん
ざ
ん

止
め
ら
れ
て
た
が
、
先
輩
た

ち
は
心
配
し
て
く
れ
た
。
前

の
会
社
で
取
引
が
あ
っ
た
金
型
屋
の
社

長
は
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
た
。
「
設
備

は
オ
レ
が
買
っ
て
や
る
」
「
土
地
は
３

年
間
無
償
で
貸
し
て
や
る
」
「
お
客
を

紹
介
し
て
や
る
」
な
ど
と
ま
わ
り
が
持

ち
上
げ
て
く
れ

た
。
た
だ
、
経

営
の
こ
と
は
全

く
知
ら
な
か
っ

た
。
決
算
さ
え

知
ら
な
か
っ

た
。
税
金
も
も

う
け
か
ら
差
し

引
か
れ
る
も
の

と
思
っ
て
い

た
。
そ
ん
な
レ

ベ
ル
だ
っ
た
。

全
３
回

Ｅ
Ｖ
充
電
待
ち
時
間
な
く
九
州
・
山
口
キ
ュ
ー
ヘ
ン

　キューヘン（福岡県福津市、花田寛
社長、 ）が開発した電気
自動車（ＥＶ）向け急速充電器「Ｑ
Ｃｈａｒｇｅ 写真」は、独自のイン
バーター技術を生かした小型軽量の設
計がセールスポイント。コンパクト化
に成功しただけでなく、充電用プラグ
の運用方法も特徴的でムダがない。出
力 の充電器にプラグが２本付
属。ＥＶ２台を同時充電するのではな
く、独自の「シリーズ充電」と呼ぶ方
式で運用する。
　通常、プラグが１本しかない場合、
１台が充電中ならば、その場でプラグ
が空くのを待つ必要がある。しかし
「Ｑ　Ｃｈａｒｇｅ」は先に１台が充
電中でも、もう１本のプラグを自らの
ＥＶに接続しておけば、先の充電が終
わり次第、自らの充電が自動で始ま
る。
　車を離れて充電完了を待つことがで
き、時間を有効に使える。ＥＶ１台の

充電時間は
分間で８割程
度だ。
　サイズは高
さ ×幅

×奥行
き 。
付帯装置を含
めてオールイ
ンワンに詰め
込んで施工性
を向上した。
設計に変圧器
など電力関連
機器メーカー
としての技術
を生かした。
カラーのタッ
チパネルで操
作もわかりや
すい。

　２月末には地元貢献とフィールドテ
ストを兼ねて農水産物販売所に同充電
器を設置した。発売への 待ち時間 が
楽しみだ。

課
題
解
決
策
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
　
　
　
　
東
京
蒲
田
工
業

製品使用事例をイラストで紹介
するソリューション事例マップ

　東京産業人クラブ会員の蒲田工業
（東京都港区、蒲田善明社長、

）は１月、自社のホームペ
ージ（ＨＰ）に製品の導入事例を示
したソリューションマップの掲載を
始めた。顧客が生産現場などで抱え
ている問題に対して、同社の製品を
どう組み合わせて使って解決してい
るかをイラストと文章で紹介してい
る。掲載以降、見積もり依頼が「前
年同期に比べ３割は増えている」と
蒲田社長は手応えを感じている。
　掲載したのは、取引顧客の多い
「コンベア・搬送システム編」「ユ
ーティリティ編」「研究開発・検査
ライン編」「工事管理・保守メンテ
ナンス編」「生産設備編」の５分野
計 事例。イラストをクリックする
と製品と事例を表示する。マップの
作成では営業担当者が約半年かけて
情報を集めた どうすれば分かりや
すく伝えられるか腐心した という

　マップを作ったのは、蓄積した導
入事例が紙で保管されていたから。
同社は 年から希望する従業員に
タブレット端末（携帯型情報端末）
を配布し、製品情報などの共有と営
業での活用にいかしている。事例は
紙のため共有が難しかったが、顧客
からの要望がありマップを作成。Ｈ
Ｐへの掲載を決めた。
　以前は１日 人だったページ閲
覧者は、現在同 人超。「今後は
食品工場向けの事例も掲載し、内容
を充実させたい」と意気込む。

３－４月の予定
３　月

　

　◇８日（日）まで　大阪、名古屋、
中国・四国産業人クラブ共催「ベトナ
ム産業視察」
　◇ 日（木）― 日（金）日本産業
人クラブ連合会「産業人クラブ会長全
国交流会『ふなずしを食べる会』」
（大津市、大津プリンスホテル）
　◇ 日（土）埼玉産業人クラブ・埼
玉ビジネス研究会「第 回親睦ゴルフ
大会」（茨城県阿見町、イーグルポイ
ントゴルフクラブ）
　◇ 日（火）栃木産業人クラブ「ミ
ツトヨ宇都宮事業所視察会」（宇都宮
市）
　◇ 日（水）大阪産業人クラブ　セ
ミナー「経営者として知っておきたい
知識」講師／河村嘉一コンサルタント
・ジャパン社長、大野修大野会計事務
所長（大阪市中央区、日刊工業新聞社
大阪支社 階）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ・埼
玉ビジネス研究会「総会＆講演会」講
師／小原敏治会長（小原歯車工業社
長）（さいたま市浦和区、日刊工業新
聞社さいたま総局会議室）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ・Ｔ
ＤＵ産学交流会「春季親睦ゴルフ大
会」嵐山カントリークラブ（埼玉県嵐
山町）
　◇ 日（月）埼玉産業人クラブ「下
期役員会」（さいたま市中央区、ラフ
レさいたま）
　◇ 日（水）大阪産業人クラブ「第
回ゴルフ大会」（京都府城陽市、東
城陽ゴルフ倶楽部）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ・Ｎ
ＩＴＥＣ埼玉産学交流会「第 回親睦
ゴルフ大会」（千葉県野田市、紫カン
トリークラブ、すみれコース）
　

４　月
　

　◇９日（木）― 日（日）埼玉産業
人クラブ・ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会
「学外研修」（沖縄県宮古島市）
　◇ 日（金）新潟産業人クラブ　サ
カタ製作所阿賀野工場見学会・講演会
「サカタ製作所の経営とマネジメン
ト」（新潟県阿賀野市）／「スワンレ
イクビール工場見学＆懇親会」（新潟
県阿賀野市、五十嵐邸ガーデン）
　◇ 日（火）東京産業人クラブ・東
東京マネジメント研究会「役員会」
（第一ホテル両国、東京都墨田区）
　◇ 日（水）名古屋産業人クラブ
「 年度定時総会・記念講演会」テ
ーマ「新事業に挑戦する中小企業～地
方活性化の主役へ」講師／橋本久義政
策研究大学院大学名誉教授・客員教授
（名古屋市中村区、名鉄ニューグラン
ドホテル）

新
入
会
員

ベルトコンベヤー清掃装置生みの親大阪産業人クラブ元理事
野
田
實
さ
ん
偲
ぶ
野
田
テ
ッ
ク
創
業
者
・
相
談
役

　１日に死去した野田テッ
ク（大阪府吹田市）創業者
で相談役の野田實氏 、
写真 の合同葬が５日に行
われた。大阪産業人クラブ
で理事も務めた野田さんは
同社の主力商品であるベル
トコンベヤーの清掃装置
「ベルトクリーナー」の生
みの親。開発のヒントは住
友金属工業（現新日鉄住
金）和歌山製鉄所で配電盤
の据え付けで出入りしてい
た時、昼休みの作業者たち

との会話だった。
　当時高炉に投入する石炭
をベルトコンベヤーで搬送
中、コンベヤーの表面に微
粉炭が付着、固化するため
作業者が手作業で掻きおと
していた。　
　悪戦苦闘の作業を目の当
たりにし「人助けのために
考えてみよう」と思い立ち
ゴムベルトを傷つけず微粉
を落とす、ひげそりの原理
を思い立ち商品化に成功し
ている。それ以来常に「モ
ノづくりは品質第一。世の
中で役立つ商品を提供して
いこう」と現場を叱咤（し
った）激励し、今日の経営
基盤を築いている。
　野田さんは日本酒好きで
大の大相撲ファンで、モン
ゴル出身の荒鷲関のタニマ
チでもあった。大阪場所と
なると料理屋で２人で杯を
交わす姿が見かけられた。

合掌

モ
ノ
づ
く
り
補
助
金
活
用
を
井
内
中
部
経
産
局
長
が
講
演
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

世
界
最
大
級
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
工
場
ア
マ
ダ
富
士
宮
事
業
所
見
学
埼
玉
・
Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

（ ） 　　 ２０１５年 平成２７年 ３月６日 金曜日 　　

再
生
す
る
モ
ノ
づ
く
り

企
業
テ
ー
マ
に
講
演
会

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

増

田
文
治
会
長

マ
ス
ダ
ッ
ク

社
長

は
２
月
４
日
、
日
刊

工
業
新
聞
社
さ
い
た
ま
総
局

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
で
、

２
０
１
４
年
度
第
３
回
分
科

会
を
開
い
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｓ
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
清
水

秀
和
社
長

写
真
中
央

が

「
２
０
１
５
年
―
再
生
す
る

モ
ノ
づ
く
り
企
業
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。
ク
ラ
ブ
会

員
ら

人
が
参
加
し
た
。

　
清
水
社
長
は
証
券
ア
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
の
豊
富
な
取
材

経
験
を
踏
ま
え
、
「
こ
れ
か

ら
大
事
な
の
は
、
大
き
な
流

れ
を
と
ら
え
、
自
分
よ
り
知

っ
て
い
る
人
の
話
を
よ
く
聞

く
こ
と
」
と
持
論
を
展
開
。

ま
た
経
営
者
と
事
業
環
境
が

魅
力
の
企
業

社
を
紹
介
し

た
上
で
、
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
力
が
も
の
す
ご
く
大
事
。

ど
う
い
う
事
業
が
う
ま
く
い

く
か
五
感
を
働
か
せ
る
こ

と
。
わ
か
り
や
す
く
プ
レ
ゼ

ン
す
る
力
も
大
き
い
。
会
社

は
７
―
８
割
、
社
長
が
情
報

を
発
信
し
て
い
る
」
と
話
し

た
。
「
医
療
や
農
業
は
こ
れ

か
ら
す
ご
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
な

る
」
と
今
後
の
有
望
な
分
野

に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

　
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
参

加
各
社
が
清
水
社
長
を
囲
ん

で
質
問
す
る
な
ど
交
流
を
深

め
た
。

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
川
上
　
美
保
氏
　
オ
フ

ィ
ス
・
フ

ォ
ー
ハ
ウ

ト
代
表
取

締
役

東

京
都
江
東

区
大
島
４
の
２
の
３
、
０
３

・
５
８
５
８
・
５
８
８
１
、

情
報
処
理
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業

　
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
清
水
　
智
華
子
氏
　
日

総
ブ
レ
イ

ン
社
長

横
浜
市

鶴
見
区
豊

岡
町

の

日
総
第
一
ビ
ル
、
０
４
５

・
５
７
５
・
６
５
４
１
、
人

材
派
遣
・
人
材
紹
介

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は
２
月

日
、
相
模

原
市
、
静
岡
県
方
面
に
一
日

工
場
見
学
会
を
実
施
し
た
。

五
重
の
塔
を
模
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
環
境
親
和
型
本
社
ビ
ル

で
知
ら
れ
る
リ
ガ
ル
ジ
ョ
イ

ン
ト

相
模
原
市
南
区

と
、
板
金
機
械
最
大
手
ア
マ

ダ
の
富
士
宮
事
業
所

静
岡

県
富
士
宮
市

を
訪
問
。
会

員
企
業
、
大
学
な
ど
か
ら

人
が
参
加
し
た
。

　
リ
ガ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
は

初
め
に
、
本
社
ビ
ル
を
五
重

の
塔
形
状
に
し
た
由
来
や
、

同
社
成
長
の
原
点
と
な
っ
た

各
種
継
ぎ
手
製
品
お
よ
び
、

新
技
術
と
し
て
の
売
り
出
し

中
の
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
断

面
が
多
葉
形
状
の
管
を
用
い

た
熱
交
換
器
、
特
許
を
取
得

し
た
熟
成
オ
ゾ
ン
水
技
術
の

普
及
状
況
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
ビ
ル
内
の
見
学
で
は
、
４

階
製
品
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
お
よ

び
、
自
社
開
発
し
た
地
下
の

冷
温
水
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
見

学
。
「
雨
水
を
オ
ゾ
ン
で
殺

菌
し
た
後
、
地
下
２
０
０

の
貯
水
槽
に
た
め
、
ト
イ
レ

の
水
洗
系
統
に
再
利
用
し
て

い
る
」
こ
と
や
、
同
貯
水
槽

に
、
エ
ア
コ
ン
室
外
機
か
ら

排
出
さ
れ
る
冷
熱
や
温
熱
を

そ
れ
ぞ
れ
蓄
積
し
な
が
ら
、

冷
暖
房
空
調
に
利
用
し
て
い

る
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。
ま
た
、
工
場
見
学

後
は
、
同
社
特
製
の
「
飲
め

る
熟
成
オ
ゾ
ン
水
」
を
試
飲

す
る
な
ど
し
た
。

　
ア
マ
ダ
富
士
宮
事
業
所

写
真

で
は
、
溶
接
・
機

械
加
工
工
場
お
よ
び
、
「
月

間
、
最
大
で
１
７
０
台
生
産

で
き
る
能
力
を
持
つ
」
と
い

う
世
界
最
大
級
の
レ
ー
ザ
ー

加
工
機
、
レ
ー
ザ
ー
・
板
金

複
合
加
工
機
組
立
工
場
を
見

学
。
「
自
動
化
で
き
る
と
こ

ろ
は
全
て
自
動
化
す
る
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い

た
、
「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
組

み
立
て
方
式
」
や
レ
ー
ザ
ー

加
工
機
な
ど
の
組
み
立
て
で

利
用
さ
れ
る
、
「
屋
台
ブ
ー

ス
生
産
方
式
」
な
ど
を
視
察

し
た
。
部
品
の
自
動
供
給
や

工
程
指
示
の
徹
底
、
工
具
の

使
用
順
に
沿
っ
た
並
べ
方
な

ど
に
よ
り
、
「
歩
か
ず
、
迷

わ
ず
、
探
さ
ず
に
効
率
的
な

作
業
が
で
き
る
」
と
い
う
工

夫
を
学
ん
だ
。
さ
ら
に
は
、

安
全
な
作
業
や
環
境
配
慮
意

識
を
促
進
す
る
た
め
の
「
安

全
道
場
」
も
回
っ
た
。

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

内
藤
明
人
会
長

リ
ン
ナ

イ
会
長

は
２
月

日
、
ア

パ
ホ
テ
ル
錦

名
古
屋
市
中

区

で
「
井
内
摂
男
中
部
経

済
産
業
局
長
と
ク
ラ
ブ
会
員

と
の
情
報
交
換
会
」
を
開
い

た
。会
員

人
が
参
加
し
た
。

　
井
内
局
長

写
真

は
最

近
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て

「
米
国
は
堅
調
。
中
国
は
先

行
き
に
不
安
を
残
す
が
、
イ

ン
ド
と
共
に
６
％
台
の
成
長

が
見
込
め
る
」
と
分
析
。
一

方
で
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
５
カ

国
は
好
調
だ
が
、
タ
イ
は
少

子
高
齢
化
で
労
働
力
が
不
足

し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

　
日
本
経
済
に
つ
い
て
は

「
消
費
マ
イ
ン
ド
の
弱
さ
や

海
外
景
気
の
下
振
れ
な
ど
に

留
意
が
必
要
」
と
説
明
。

「
新
規
住
宅
着
工
件
数
が
伸

び
な
い
。
住
宅
部
材
だ
け
で

な
く
家
電
や
自
動
車
の
業
界

に
ま
で
影
響
し
て
い
る
」
と

懸
念
を
示
し
た
。
一
方
で

「
モ
ノ
づ
く
り
補
助
金
が
予

算
化
さ
れ
た
。
モ
ノ
づ
く
り

だ
け
で
な
く
、
関
連
す
る
サ

ー
ビ
ス
業
に
も
適
用
さ
れ

る
」
と
活
用
を
訴
え
た
。
　

　
参
加
者
か
ら
は
「
補
助
金

の
申
請
手
続
き
が
複
雑
す
ぎ

る
」
「
地
場
産
業
の
復
興
が

欠
か
せ
な
い
の
で
は
」
「
人

手
不
足
が
深
刻
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
普
及
を
支
援
し
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
要
望
が
あ
っ

た
。
「
ガ
ス
機
器
の
安
全
面

を
考
慮
し
な
い
国
が
あ
る
。

輸
出
先
に
安
全
基
準
を
設
け

る
よ
う
働
き
掛
け
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
訴
え
も
あ
っ

た
。
　
　

　
井
内
局
長
は
こ
う
し
た
要

望
に
丁
寧
に
対
応
。
そ
の
上

で
「
皆
さ
ま
の
声
を
施
策
に

い
か
し
た
い
。
要
望
が
あ
れ

ば
経
産
局
に
連
絡
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

三
村
茨
城
大
学

学
長
が
講
演

茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

高

橋
日
出
男
会
長

協
立
製
作

所
社
長

は
２
月
９
日
、

「
平
成

年
茨
城
産
業
人
ク

ラ
ブ
新
春
経
済
講
演
会
・
賀

詞
交
歓
会
」
を
水
戸
京
成
ホ

テ
ル

水
戸
市

で
開
い
た

写
真
。
高
橋
会
長
は
あ
い

さ
つ
で
、
「
円
安
の
影
響
で

工
作
機
械
が
過
去
最
高
の
受

注
で
あ
る
一
方
、
そ
の
設
置

場
所
は
約
８
割
が
海
外
と
、

中
小
企
業
は

い
ま
だ
厳
し

い
状
況
。
我

々
経
営
者
は

情
報
収
集
を

的
確
に
行

い
、
中
小
企

業
と
地
方
経

済
は
表
裏
一

体
と
認
識
し

て
経
済
活
性

化
に
注
力
し

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と

気
を
引
き
締

め
た
。

　
経
済
講
演
会
は
茨
城
大
学

学
長
の
三
村
信
男
氏
を
招

き
、
「
地
域
創
生
と
大
学
　

―
地
域
と
連
携
す
る
茨
城
大

学
の
改
革
構
想
に
つ
い
て

―
」
を
テ
ー
マ
に
行
っ
た
。

三
村
氏
は
「
地
域
創
生
は
中

長
期
的
に
日
本
社
会
の
将
来

を
左
右
す
る
問
題
で
あ
り
、

地
域
の
関
係
者
ら
に
よ
る
総

力
戦
が
必
要
」
と
し
た
上

で
、
「
人
口
減
少
対
策
の
た

め
に
、
地
域
が
自
立
し
て
質

の
高
い
生
活
環
境
を
目
指
す

こ
と
が
重
要
。
大
学
も
そ
の

大
き
な
取
り
組
み
の
枠
の
中

で
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
茨
城
の
形
成
に
貢
献
す

る
た
め
、
地
域
と
の
連
携
を

進
め
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　
賀
詞
交
歓
会
に
は
茨
城
産

業
人
ク
ラ
ブ
会
員
を
中
心
に

約
１
６
０
人
が
出
席
し
、
交

流
を
深
め
た
。

麻
生
九
州
経
連
会
長

地
域
活
性
化
で
登
壇

九
州
・
山
口

産
業
人
ク
ラ
ブ

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ

ブ

花
田
寛
会
長

キ
ュ
ー

ヘ
ン
社
長

は
２
月
４
日
、

福
岡
市
博
多
区
の
ホ
テ
ル
オ

ー
ク
ラ
福
岡
で
新
春
交
歓
会

を
開
い
た
。
会
員
に
加
え
て

産
学
官
各
界
か
ら
約
１
３
０

人
が
参
加
し
た
。
冒
頭
、
花

田
会
長
が
「
今
年
も
異
業
種

の
経
営
者
が
集
ま
り
、
経
営

課
題
を
話
し
合
う
会
を
つ
く

る
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
井
水
治
博
日
刊
工
業
新
聞

社
社
長
は
「
創
刊
１
０
０
周

年
を
機
に
、
さ
ら
に
産
業
界

の
羅
針
盤
と
し
て
役
に
立
ち

た
い
」
と
宣
言
。
続
い
て
麻

生
泰
九
州
経
済
連
合
会
会
長

が
登
壇
し
、
地

域
活
性
化
に
つ

い
て
「
九
州
は

全
国
平
均
よ
り

恵
み
が
多
い
。

待
つ
の
で
な
く

仕
掛
け
て
リ
ー

ド
す
る
年
に
し

た
い
」
と
意
気
込
ん
だ

写

真

。

　
乾
杯
の
発
声
に
は
齊
藤
三

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
九

州
本
部
長
が
立
ち
「
九
州
に

は
多
様
で
豊
富
な
資
源
が
あ

る
。
地
方
創
生
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
な
れ
る
」
と
盛
り

上
げ
た
。
来
場
者
同
士
の
情

報
交
換
に
よ
る
熱
気
の
中
、

山
口
修
司
九
州
・
山
口
産
業

人
ク
ラ
ブ
北
九
州
支
部
長

Ｃ
＆
Ｇ
シ
ス
テ
ム
ズ
会

長

が
「
景
気
回
復
に
合
わ

せ
て
経
営
陣
が
判
断
す
べ
き

な
の
は
賃
金
。
会
員
企
業
に

は
一
段
の
英
断
を
期
待
し
た

い
」
と
中
締
め
し
た
。

　
ま
た
交
歓
会
で
は
第

回

「
優
秀
経
営
者
顕
彰
」
の
日

刊
工
業
新
聞
社
賞
受
賞
者
が

あ
い
さ
つ
。
田
中
千
雄
タ
イ

キ
薬
品
工
業
会
長
は
「
コ
ツ

コ
ツ
や
っ
て
き
た
成
果
が
受

賞
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
を

機
に
地
域
に
よ
り
貢
献
し
た

い
」
と
し
、
生
野
岳
志
明
和

製
作
所
社
長
は
「
受
賞
は

叱
咤
激
励
と
思
っ
て
い
る
。

し
っ
た年

、

年
後
に
向
け
て
さ

ら
に
発
展
し
た
い
」
と
力
を

込
め
た
。


